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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも白色顔料（Ａ）、重合性モノマー（Ｂ）、アシルホスフィンオキサイド系光
重合開始剤（Ｃ－１）、およびアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ
－２）を含有することを特徴とする、活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク
組成物であって、
前記アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）が、２，４，６－トリメチル
ベンゾイルジフェニルホスフィンオキシドのみ含有し、かつ、
前記アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）が、オリゴ（２－ヒ
ドロキシ－２－メチル－１－（４－(１－メチルビニル)フェニル）プロパノン）を含有す
ることを特徴とする、活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物。
【請求項２】
　前記白色顔料（Ａ）を、インク組成物全量に対し１０～２０％含有することを特徴とす
る、請求項１に記載の活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物。
【請求項３】
前記アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）および前記アシルホスフィン
オキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量の合計が、インク組成物全量に対
し４～１４％であることを特徴とする、請求項１～２いずれかに記載の活性エネルギー線
硬化型白色インクジェットインク組成物。
【請求項４】
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　前記アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）と、前記アシルホスフィン
オキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量の比が１：１～３：１であること
を特徴とする、請求項１～３いずれかに記載の活性エネルギー線硬化型白色インクジェッ
トインク組成物。
【請求項５】
前記アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）として、アミノアセ
トフェノン系光重合開始剤を含有しないことを特徴とする、請求項１～４いずれかに記載
の活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活性エネルギー線硬化型インクジェット印刷に使用される白色インク組成物
であって、印刷物が優れた白色性や隠蔽性を有し、かつ印刷時の硬化性に優れたインク組
成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インクジェット印刷に使用されるインク組成物としては、溶剤型、水型、油性型
など多岐にわたっているが、プラスチックやガラスなどの非吸収性基材、紙基材など対応
できる基材が多いこと、従来必要であったインク乾燥工程が不要となり生産性が高いこと
、溶剤の揮発量が低減し環境に優しいことなどから、近年は活性エネルギー線硬化型イン
ク組成物の需要が増加している。
【０００３】
　一方、上記の非吸収性基材には透明なものや色のついたものもあり、これらの基材に対
してそのままカラーインクで印刷した場合、発色性の劣った画像が得られてしまう。そこ
で印刷物の発色性や意匠性を高める目的で、通常のカラーインクに加え白色インクを併用
することが知られている。例えば、透明基材や色のついた基材に対し、あらかじめ白色イ
ンクを印字したのち通常の印刷を行うことで、基材の色の影響を遮断し、印刷物の発色性
を高めることができる。
【０００４】
　このような目的で使用する活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物に
は、高い隠蔽性や着色力だけでなく、活性エネルギー線硬化型インクジェットインク組成
物として必要な低粘度性、安定吐出性、活性エネルギー線に対する高硬化性が求められる
。
【０００５】
　これまでにも、特許文献１～３に示すような活性エネルギー線硬化型白色インクジェッ
トインク組成物が報告されている。このうち特許文献１～２はカチオンタイプの活性エネ
ルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物の例であるが、一般にカチオンタイプの
活性エネルギー線硬化型インクジェットインク組成物は、熱や湿度の影響を受け硬化性が
変化することが知られており、印刷環境によっては硬化性が劣ることがある。
また特許文献３はラジカルタイプの活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組
成物の例であるが、印字率や膜厚など印刷物によっては硬化性が劣ることがある。
他にも、特許文献４には無機顔料を含有する活性エネルギー線硬化型インクジェットイン
クに使用する光重合開始剤について報告されているものの、明細書中には白色インク組成
物に関する実施例がないうえ、白色インク組成物に展開すると、特許文献３と同様に印刷
物の条件によっては望ましい硬化性が得られないことがある。以上のように、印刷条件に
よらず高硬化性を有する活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物は得ら
れていない現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２００４－０５９６２７号公報
【特許文献２】特開２００８－０８１５１７号公報
【特許文献３】特開２００８－３０８６９２号公報
【特許文献４】特開２００８－０８１５９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、活性エネルギー線硬化型インクジェット印刷に使用される白色インク組成物
であって、印刷物が優れた白色性や隠蔽性を有し、かつ印刷時の硬化性に優れたインク組
成物を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、活性エネルギー線硬化型インクジェット印刷に使用される白色インク組成
物であって、印刷物が優れた白色性や隠蔽性を有し、かつ印刷時の硬化性に優れたインク
組成物を提供するべく鋭意検討を行った結果、インク組成物中にアシルホスフィンオキサ
イド系光重合開始剤（Ｃ－１）、およびアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開
始剤（Ｃ－２）を含有させることにより前記問題点が解決されることを見出して本発明を
成したものである。
【０００９】
　すなわち本発明とは、以下の（１）～（５）の発明に関するものである。
（１）少なくとも白色顔料（Ａ）、重合性モノマー（Ｂ）、アシルホスフィンオキサイド
系光重合開始剤（Ｃ－１）、およびアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤
（Ｃ－２）を含有することを特徴とする、活性エネルギー線硬化型白色インクジェットイ
ンク組成物であって、
前記アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）が、２，４，６－トリメチル
ベンゾイルジフェニルホスフィンオキシドのみ含有し、かつ、
前記アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）が、オリゴ（２－ヒ
ドロキシ－２－メチル－１－（４－(１－メチルビニル)フェニル）プロパノン）を含有す
ることを特徴とする、活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物。
（２）前記白色顔料（Ａ）を、インク組成物全量に対し１０～２０％含有することを特徴
とする、（１）に記載の活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物。
（３）前記アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）および前記アシルホス
フィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量の合計が、インク組成物全
量に対し５～１５％であることを特徴とする、（１）～（２）いずれかに記載の活性エネ
ルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物。
（４）前記アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）と、前記アシルホスフ
ィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量の比が１：１～３：１である
ことを特徴とする、（１）～（３）いずれかに記載の活性エネルギー線硬化型白色インク
ジェットインク組成物。
（５）前記アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）として、アミ
ノアセトフェノン系光重合開始剤を含有しないことを特徴とする、（１）～（４）いずれ
かに記載の活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物。
物。
【発明の効果】
【００１０】
　インク組成物中にアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）、およびアシ
ルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）を含有させることにより、活
性エネルギー線硬化型インクジェット印刷に使用される白色インク組成物であって、印刷
物が優れた白色性や隠蔽性を有し、かつ印刷時の硬化性に優れたインク組成物を得ること
ができた。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明は、白色の活性エネルギー線硬化型インクジェットインク組成物に対し、アシル
ホスフィンオキサイド系光重合開始剤、およびアシルホスフィンオキサイド系ではない光
重合開始剤の２種類の光重合開始剤を併用することによって、印刷物の白色性や隠蔽性だ
けでなく、硬化性に優れたインク組成物を得ることができるものである。
【００１２】
　なお本明細書において「白色性」とは、白色インク組成物を硬化させ印刷物を作成する
際に、インク組成物中に含まれる成分によって印刷物が黄色みがかることなく、白色顔料
本来の白みを有した印刷物が得られることを表す。
【００１３】
　一般に白色の活性エネルギー線硬化型インクジェットインク組成物では、インク組成物
に含まれる白色顔料が波長によらず光を反射してしまい、活性エネルギー線が印刷物の内
部にまで透過しにくいため、光重合開始剤による重合反応が不十分となり、結果として硬
化不良が起こりやすい。
【００１４】
　ここで、近紫外から可視領域まで幅広い光吸収領域をもち、ラジカル発生効率に優れた
アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤をインク組成物中に含有させることで、白色
印刷物の内部に透過した活性エネルギー線を逃すことなく反応することができ、結果とし
て優れた硬化性を発現させることができる。
【００１５】
　一方でアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤の開裂により発生し、重合反応のト
リガーとなるベンゾイルラジカルは酸素と結合しやすい性質があることが知られており、
例えば低印字率や薄膜の印刷物を硬化させる場合、塗膜表面の酸素の影響を受け硬化不良
が起こることがある。そこでアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤とは異なる光重
合開始剤を使用し、インク組成物中に特性の異なる複数の光重合開始剤を含有させること
によって、印字率や膜厚によらず、優れた硬化性を有する白色インキ組成物を得ることが
できる。
【００１６】
　このように、印刷物の印字率や膜厚によらず優れた硬化性を得るためには、アシルホス
フィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）と、アシルホスフィンオキサイド系ではない
光重合開始剤（Ｃ－２）の配合量の比が重要となる。アシルホスフィンオキサイド系では
ない光重合開始剤（Ｃ－２）に対し、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－
１）を配合する割合は、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤以外の光重合開始剤
（Ｃ－２）を１とした場合、１～３であることが好ましく、１～２であることがより好ま
しい。ここで、アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）に対する
、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）を配合する割合が１より小さい
と、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）の影響が小さくなってしまい
、高印字率や厚膜の印刷物において硬化不良が発生する。一方で３よりも大きいと、逆に
アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の影響が小さくなってし
まい、低印字率や薄膜の印刷物において硬化不良が発生する。
【００１７】
　また優れた硬化性の発現のためには、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ
－１）、およびアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量
についても考慮する必要がある。本発明においては、前記アシルホスフィンオキサイド系
光重合開始剤（Ｃ－１）、およびアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（
Ｃ－２）の含有量の合計が、インク組成物全量に対し４～１４％であることが好ましく、
６～１２％であることがより好ましい。ここで含有量の合計が４％より小さい場合は硬化
性が著しく悪化してしまい好ましくなく、１４重量％より多い場合は含有量が１４重量％
のものと硬化速度が変わらないばかりか、溶解残りが発生する場合があり、熱をかけて溶
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け残りを溶かしたとしても、インク組成物の粘度が上昇し、吐出性が悪化するという問題
がある。
【００１８】
　本発明のインク組成物中に含有されるアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ
－１）としては、従来より公知の材料を使用することができる。具体的には２，４，６－
トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド、およびビス（２，４，６－ジメト
キシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルホスフィンオキシドを挙げることが
できる。これらの材料は単独で使用してもよいし、組み合わせて使用してもよいが、イン
ク組成物の保存安定性が良好である点や、光重合開始剤自身の黄色みが小さく、白色性に
優れた印刷物が得られる点から、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィ
ンオキシドを単独で使用することが好ましい。
【００１９】
　市販されているアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）としては、ＢＡ
ＳＦ社製「ルシリンＴＰＯ、ＤＡＲＯＣＵＲＥＴＰＯ、イルガキュア８１９」、大同化成
工業株式会社製「ダイドーＵＶキュアＡＰＯ」、ソート社製「ＳＢ－ＰＩ７１８、７１９
」を挙げることができる。
【００２０】
　アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）の含有量としては、上述のよう
にアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤以外の光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量を
考慮する必要があるが、インク組成物全量に対し１～１２％であることが好ましく、２～
１０％であることがより好ましく、４～８％であることが特に好ましい。ここで含有量が
１％より少ないと硬化性が悪化してしまい、含有量が１２％を超えると、溶解残りが発生
したり、インク組成物の粘度が上昇してしまい好ましくない。
【００２１】
　本発明に用いられる、アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）
としては、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤を除く公知の材料の中から自由に
選択することができる。特に分子開裂型または水素引き抜き型のものが本発明に好適であ
り、具体的にはベンゾインイソブチルエーテル、２，４－ジエチルチオキサントン、２－
イソプロピルチオキサントン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォ
リノフェニル）－ブタン－１－オン、２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル）－２
－モルフォリノプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２
－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、オリゴ（２－ヒドロキシ
－２－メチル－１－（４－(１－メチルビニル)フェニル）プロパノン）、４－ベンゾイル
－４'－メチル－ジフェニルスルフィド、１，２－オクタンジオン、１－（４－（フェニ
ルチオ）－２，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム））、ベンゾインエチルエーテル、ベンジ
ルジメチルケタール、１－（４－イソプロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチル
プロパン－１－オン、ベンゾフェノン、４－フェニルベンゾフェノン、イソフタルフェノ
ンなどを挙げることができる。
【００２２】
　これらの光重合開始剤の中でも、酸素阻害を起こしにくくアシルホスフィンオキサイド
系光重合開始剤（Ｃ－１）の硬化性を好適に補うことができる点、ラジカル発生効率が高
くインク組成物の硬化性を高めることができる点や、光重合開始剤自身の黄色みが小さく
白色性に優れた印刷物を得ることができる点で、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニル
ケトン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、オリゴ（２－
ヒドロキシ－２－メチル－１－（４－(１－メチルビニル)フェニル）プロパノン）などの
α－ヒドロキシケトン系光重合開始剤を選択することが好ましく、オリゴ（２－ヒドロキ
シ－２－メチル－１－（４－(１－メチルビニル)フェニル）プロパノン）を選択すること
が特に好ましい。
一方で、２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル）－２－モルフォリノプロパン－１
－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタ
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ン－１－オンなどのアミノアセトフェノン系光重合開始剤については、硬化性に優れたイ
ンク組成物を得ることができる一方で、光重合開始剤自身の黄色みが強く白色性の劣った
印刷物になってしまうことから、本発明のインク組成物には含有しないことが好ましい。
【００２３】
　上記のアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）は、単独で使用
してもよいし、２種以上組み合わせて使用してもよい。
【００２４】
　アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量としては、イ
ンク組成物全量に対し１～１０％であることが好ましく、２．５～８％であることがより
好ましい。ここで含有量が１％より少ないとインク組成物の硬化性が悪化し、１０％より
多いと溶解残りやインク組成物の粘度が上昇してしまうため好ましくない。また上述のよ
うに、アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）の含有量は、アシ
ルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）の含有量を考慮して設定する必要があ
る。
【００２５】
　上記のアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）に対し、増感剤
としてトリメチルアミン、メチルジメタノールアミン、トリエタノールアミン、ｐ－ジエ
チルアミノアセトフェノン、ｐ－ジメチルアミノ安息香酸エチル、ｐ－ジメチルアミノ安
息香酸イソアミル、Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミンおよび４，４'－ビス（ジエチルア
ミノ）ベンゾフェノンなどのアミン類を併用することができる。これら増感剤は、インク
組成物への溶解性に優れたものを選択して用いることが好ましい。
【００２６】
　またこれら増感剤を使用する場合、含有量としてはインク組成物全量に対し０．５～５
％であることが好ましい。含有量が０．５％より少ない場合は、増感剤としての機能を発
揮することができず、また含有量が５％より多い場合は、光重合開始剤に対して増感剤が
多くなりすぎてしまいインク組成物の硬化性が低下してしまううえ、増感剤自身の黄色み
のために白色性に劣る印刷物が得られてしまうため好ましくない。
【００２７】
　本発明における白色顔料（Ａ）は、インク組成物を白色にできるものであれば限定され
るものではなく、例えば無機白色顔料、有機白色顔料、白色ポリマー微粒子などを挙げる
ことができる。
　このうち無機白色顔料としては、酸化チタン、酸化亜鉛、アルミナ、炭酸カルシウムな
どのアルカリ土類金属の炭酸塩、ケイ酸、ケイ酸カルシウム、鉛白、タルク、クレーなど
があり、有機白色顔料としては、特開平１１－１３０９７５号、特開２００４－２５０５
５９号に示されるビススチリル誘導体白色顔料や、特開平１１－１４０３６５号、特開２
００１－２３４０９３号に示されるアルキレンビスメラミン誘導体白色顔料などがある。
【００２８】
　このうち隠蔽性や着色性の点において、白色顔料（Ａ）としては酸化チタンが好ましく
用いられる。酸化チタンには、ルチル型、アナターゼ型、ブルーカイト型といった結晶形
態があり、本発明においてはいずれも好適に用いることができるが、光透過性が低く隠蔽
性が高いルチル型がより好適に用いられる。
【００２９】
　ルチル型の酸化チタンを選択した場合、光透過性が悪いゆえに光重合開始剤の選択が重
要となる。本発明では、インク組成物中にアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（
Ｃ－１）、およびアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤以外の光重合開始剤（Ｃ－
２）を含有させているため、光透過性の悪いルチル型の酸化チタンを使用したとしても、
十分な硬化性を発現させることができる。
【００３０】
　また本発明で酸化チタンを使用する場合、分散の安定化や耐候性の向上のため、必要に
応じて表面処理を行うことができる。表面処理方法や表面処理剤は、公知のものを任意に
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用いることができる。
【００３１】
　酸化チタンの具体例としては、石原産業社製「タイペークＣＲ－５０、５０－２、５７
、８０、９０、９３、９５、９５３、９７、６０、６０－２、６３、６７、５８、５８－
２、８５」「タイペークＲ－８２０，８３０、９３０、５５０、６３０、６８０、６７０
、５８０、７８０、７８０－２、８５０、８５５」「タイペークＡ－１００、２２０」「
タイペークＷ－１０」「タイペークＰＦ－７４０、７４４」「ＴＴＯ－５５（Ａ）、５５
（Ｂ）、５５（Ｃ）、５５（Ｄ）、５５（Ｓ）、５５（Ｎ）、５１（Ａ）、５１（Ｃ）」
「ＴＴＯ－Ｓ－１、２」「ＴＴＯ－Ｍ－１、２」、テイカ社製「チタニックスＪＲ－３０
１、４０３、４０５、６００Ａ、６０５、６００Ｅ、６０３、８０５、８０６、７０１、
８００、８０８」「チタニックスＪＡ－１、Ｃ、３、４、５」、デュポン社製「タイピュ
アＲ－９００、９０２、９６０、７０６、９３１」等が挙げられる。
【００３２】
　本発明の白色顔料（Ａ）をインク組成物中に分散させたときの平均粒径としては５０～
５００ｎｍであることが好ましく、１００～３５０ｎｍであることがより好ましい。ここ
で白色顔料（Ａ）の平均粒径が５０ｎｍを下回ると、分散安定化処理を施したとしても分
散の安定性が悪くなり、結果としてインク組成物の保存安定性が悪化するうえ、印刷時に
十分な隠蔽性を得ることが難しくなる。逆に白色顔料（Ａ）の平均粒径が５００ｎｍを上
回ると、インクジェット吐出性が悪化してしまうため好ましくない。
【００３３】
　なお、インク組成物中の白色顔料（Ａ）の平均粒径の測定にはマイクロトラックＵＰＡ
（マイクロトラック社製）を使用した。また分散媒はメチルエチルケトンを使用した。
【００３４】
　本発明の白色顔料（Ａ）の含有量は、インク組成物全量に対し１０～２０％であること
が好ましく、より好ましくは１２～１８％である。ここで含有量が１０％に満たない場合
は、印刷物の隠蔽性が不十分となり、含有量が２０％を越えると、インク組成物の粘度を
好適な範囲内に収めることができず、結果として吐出ができなくなる。
【００３５】
　本発明では、白色顔料（Ａ）の分散の安定性やインク組成物の保存安定性を向上させる
ため、分散剤を添加するのが好ましい。分散剤としては、水酸基含有カルボン酸エステル
、長鎖ポリアミノアマイドと高分子量酸エステルの塩、高分子量ポリカルボン酸の塩、長
鎖ポリアミノアマイドと極性酸エステルの塩、高分子量不飽和酸エステル、高分子共重合
物、変性ポリウレタン、変性ポリアクリレート、ポリエーテルエステル型アニオン系活性
剤、ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物塩、芳香族スルホン酸ホルマリン縮合物塩、
ポリオキシエチレンアルキルリン酸エステル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテ
ル、ステアリルアミンアセテートなどを用いることができる。
【００３６】
　分散剤の具体例としては、ＢＹＫ Ｃｈｅｍｉｅ社製「Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－Ｕ（ポ
リアミノアマイド燐酸塩）」、「Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－２０３／２０４（高分子量ポリ
カルボン酸塩）」、「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１０１（ポリアミノアマイド燐酸塩と酸エス
テル）、１０７（水酸基含有カルボン酸エステル）、１１０、１１１（酸基を含む共重合
物）、１３０（ポリアマイド）、１４５、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１
６６、１７０（高分子共重合物）」、「４００」、「Ｂｙｋｕｍｅｎ」（高分子量不飽和
酸エステル）、「ＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０５（高分子量不飽和酸ポリカルボン酸）」、
「Ｐ１０４Ｓ、２４０Ｓ（高分子量不飽和酸ポリカルボン酸とシリコン系）」、「Ｌａｃ
ｔｉｍｏｎ（長鎖アミンと不飽和酸ポリカルボン酸とシリコン）」が挙げられる。
【００３７】
　また、Ｅｆｋａ ＣＨＥＭＩＣＡＬＳ社製「エフカ４４、４６、４７、４８、４９、５
４、６３、６４、６５、６６、７１、７０１、７６４、７６６」、「エフカポリマー１０
０（変性ポリアクリレート）、１５０（脂肪族系変性ポリマー）、４００、４０１、４０
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２、４０３、４５０、４５１、４５２、４５３（変性ポリアクリレート）、７４５（銅フ
タロシアニン系）」、共栄社化学社製「フローレン ＴＧ－７１０（ウレタンオリゴマー
）、「フローノンＳＨ－２９０、ＳＰ－１０００」、「ポリフローＮｏ．５０Ｅ、Ｎｏ．
３００（アクリル系共重合物）」、楠本化成社製「ディスパロン ＫＳ－８６０、８７３
ＳＮ、８７４（高分子分散剤）、＃２１５０（脂肪族多価カルボン酸）、＃７００４（ポ
リエーテルエステル型）」も挙げられる。
【００３８】
　さらに、花王社製「デモールＲＮ、Ｎ（ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物ナトリ
ウム塩）、ＭＳ、Ｃ、ＳＮ－Ｂ（芳香族スルホン酸ホルマリン縮合物ナトリウム塩）、Ｅ
Ｐ」、「ホモゲノールＬ－１８（ポリカルボン酸型高分子）、「エマルゲン９２０、９３
０、９３１、９３５、９５０、９８５（ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル）、
「アセタミン２４（ココナッツアミンアセテート）、８６（ステアリルアミンアセテート
）」、ルーブリゾール社製「ソルスパース５０００（フタロシアニンアンモニウム塩系）
、１３９４０（ポリエステルアミン系）、１７０００（脂肪酸アミン系）、２４０００Ｇ
Ｒ、３２０００、３３０００、３９０００、４１０００、５３０００」、日光ケミカル社
製「ニッコール Ｔ１０６（ポリオキシエチレンソルビタンモノオレート）、ＭＹＳ－Ｉ
ＥＸ（ポリオキシエチレンモノステアレート）、Ｈｅｘａｇｌｉｎｅ ４－０（ヘキサグ
リセリルテトラオレート）」、味の素ファインテクノ社製「アジスパーＰＢ８２１、８２
２、８２４、８２７、７１１」、テゴケミサービス社製「ＴＥＧＯＤｉｓｐｅｒ６８５」
なども挙げられる。
以上の分散剤は、単独で用いられてもよいし、２種以上併用されてもよい。
【００３９】
　前記分散剤の白色顔料（Ａ）に対する添加量は、３～５０重量％であることが好ましい
。ここで添加量が３％未満の場合、分散剤としての能力を発揮できずに白色顔料（Ａ）の
分散の安定性やインク組成物の保存安定性が悪化する。また５０％以上の場合、インク組
成物の粘度を好適な範囲内に収めることができず、結果として吐出ができなくなる。
【００４０】
　本発明で用いられる重合性モノマー（Ｂ）としては、従来既知の材料を必要に応じて使
用することができる。
【００４１】
　重合性モノマー（Ｂ）の具体例としては、単官能モノマーとしてベンジル（メタ）アク
リレート、(エトキシ(またはプロポキシ)化)２－フェノキシエチル（メタ）アクリレート
、ジシクロペンテニル(オキシエチル) （メタ）アクリレート、フェノキシジエチレング
リコール（メタ）アクリレート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、メトキシト
リエチレングリコール（メタ）アクリレート、２－エトキシエチル（メタ）アクリレート
、エトキシエトキシエチル（メタ）アクリレート、メトキシジプロピレングリコール（メ
タ）アクリレート、ジプロピレングリコール（メタ）アクリレート、β-カルボキシルエ
チル（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパンフォルマル（メタ）アクリレート、
イソアミル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、テトラヒドロ
フルフリル（メタ）アクリレート、イソボロニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタ
ニル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アク
リレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレート、１，４－シ
クロヘキサンジメタノール（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリ
レート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）
アクリレート、アクリロイルモルホリン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ－ビニルピロリ
ドン、Ｎ-ビニルホルムアミド、Ｎ－アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフタルイミ
ドを挙げることができる。
　また多官能モノマーとしては、ジメチロールトリシクロデカンジ（メタ）アクリレート
、(エトキシ(またはプロポキシ)化)ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、シクロヘ
キサンジメタノールジ（メタ）アクリレート、(ポリ)エチレングリコールジ（メタ）アク
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リレート、(エトキシ(またはプロポキシ)化) １，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アク
リレート、(エトキシ(またはプロポキシ)化)ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレ
ート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、（ネオペンチルグリコール変性）トリメチロー
ルプロパンジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート
、ジシクロペンタニルジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ(またはテト
ラ) （メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ(またはテトラ) （メタ）アク
リレート、テトラメチロールメタントリ(またはテトラ) （メタ）アクリレート、ジペン
タエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートを挙げることができる。
以上の材料は、単独で用いられてもよいし、２種以上併用されてもよい。
【００４２】
　このうち本発明においては、単官能モノマーとして(エトキシ(またはプロポキシ)化)２
－フェノキシエチルアクリレート、エトキシエトキシエチルアクリレート、イソボロニル
アクリレート、イソオクチルアクリレート、ラウリルアクリレート、Ｎ－ビニルカプロラ
クタム、Ｎ－アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフタルイミドを、また多官能モノマ
ーとしてジメチロールトリシクロデカンジアクリレート、(エトキシ(またはプロポキシ)
化)ビスフェノールＡジアクリレート、(エトキシ(またはプロポキシ)化)ネオペンチルグ
リコールジアクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジアクリレート
、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレート、
トリプロピレングリコールジアクリレートをより好適に用いることができる。
　上述の通り、本発明では白色顔料（Ａ）の含有量がインク組成物全量に対し１０～２０
％であることが好ましいが、この場合インク組成物の粘度も高くなり、好適な粘度範囲に
収めることが難しくなる。しかし、前記の好適な重合性モノマーを選択することにより、
インク組成物の粘度を好適な範囲に収めることができる。
　他にも、高速硬化性や硬化皮膜性能の点で、前記重合性モノマーは好ましく用いられる
。
【００４３】
　本発明においては、インク組成物の硬化性や印刷物の強度を高めるため、単官能モノマ
ーと多官能モノマーを併用することが望ましく、重合性モノマー全体に対する単官能モノ
マーの量は３０～９９％であることが好ましく、４０～９５％がより好ましく、５０～９
０％が特に好ましい。
【００４４】
　印刷物に対し耐性を付与するため、本発明のインク組成物にはオリゴマー、プレポリマ
ーを使用することができる。オリゴマー、プレポリマーの具体例としては、ダイセルＵＣ
Ｂ社製「Ｅｂｅｃｒｙｌ２３０、２４４、２４５、２７０、２８０／１５ＩＢ、２８４、
２８５、４８３０、４８３５、４８５８、４８８３、８４０２、８８０３、８８００、２
５４、２６４、２６５、２９４／３５ＨＤ、１２５９、１２６４、４８６６、９２６０、
８２１０、１２９０．１２９０Ｋ、５１２９、２０００、２００１、２００２、２１００
、ＫＲＭ７２２２、ＫＲＭ７７３５、４８４２、２１０、２１５、４８２７、４８４９、
６７００、６７００－２０Ｔ、２０４、２０５、６６０２、２２０、４４５０、７７０、
ＩＲＲ５６７、８１、８４、８３、８０、６５７、８００、８０５、８０８、８１０、８
１２、１６５７、１８１０、ＩＲＲ３０２、４５０、６７０、８３０、８３５、８７０、
１８３０、１８７０、２８７０、ＩＲＲ２６７、８１３、ＩＲＲ４８３、８１１、４３６
、４３８、４４６、５０５、５２４、５２５、５５４Ｗ、５８４、５８６、７４５、７６
７、１７０１、１７５５、７４０／４０ＴＰ、６００、６０１、６０４、６０５、６０７
、６０８、６０９、６００／２５ＴＯ、６１６、６４５、６４８、８６０、１６０６、１
６０８、１６２９、１９４０、２９５８、２９５９、３２００、３２０１、３４０４、３
４１１、３４１２、３４１５、３５００、３５０２、３６００、３６０３、３６０４、３
６０５、３６０８、３７００、３７００－２０Ｈ、３７００－２０Ｔ、３７００－２５Ｒ
、３７０１、３７０１－２０Ｔ、３７０３、３７０２、ＲＤＸ６３１８２、６０４０、Ｉ
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ＲＲ４１９」、サートマー社製「ＣＮ１０４、ＣＮ１２０、ＣＮ１２４、ＣＮ１３６、Ｃ
Ｎ１５１、ＣＮ２２７０、ＣＮ２２７１Ｅ、ＣＮ４３５、ＣＮ４５４、ＣＮ９７０、ＣＮ
９７１、ＣＮ９７２、ＣＮ９７８２、ＣＮ９８１、ＣＮ９８９３、ＣＮ９９１」、ＢＡＳ
Ｆ社製「Ｌａｒｏｍｅｒ　ＥＡ８１、ＬＲ８７１３、ＬＲ８７６５、ＬＲ８９８６、ＰＥ
５６Ｆ、ＰＥ４４Ｆ、ＬＲ８８００、ＰＥ４６Ｔ、ＬＲ８９０７、ＰＯ４３Ｆ、ＰＯ７７
Ｆ、ＰＥ５５Ｆ、ＬＲ８９６７、ＬＲ８９８１、ＬＲ８９８２、ＬＲ８９９２、ＬＲ９０
０４、ＬＲ８９５６、ＬＲ８９８５、ＬＲ８９８７、ＵＰ３５Ｄ、ＵＡ１９Ｔ、ＬＲ９０
０５、ＰＯ８３Ｆ、ＰＯ３３Ｆ、ＰＯ８４Ｆ、ＰＯ９４Ｆ、ＬＲ８８６３、ＬＲ８８６９
、ＬＲ８８８９、ＬＲ８９９７、ＬＲ８９９６、ＬＲ９０１３、ＬＲ９０１９、ＰＯ９０
２６Ｖ、ＰＥ９０２７Ｖ」、コグニス社製「フォトマー３００５、３０１５、３０１６、
３０７２、３９８２、３２１５、５０１０、５４２９、５４３０、５４３２、５６６２、
５８０６、５９３０、６００８、６０１０、６０１９、６１８４、６２１０、６２１７、
６２３０、６８９１、６８９２、６８９３－２０Ｒ、６３６３、６５７２、３６６０」、
根上工業社製「アートレジンＵＮ－９０００ＨＰ、９０００ＰＥＰ、９２００Ａ、７６０
０、５２００、１００３、１２５５、３３２０ＨＡ、３３２０ＨＢ、３３２０ＨＣ、３３
２０ＨＳ、９０１Ｔ、１２００ＴＰＫ、６０６０ＰＴＭ、６０６０Ｐ」、日本合成化学社
製「紫光　ＵＶ－６６３０Ｂ、７０００Ｂ、７５１０Ｂ、７４６１ＴＥ、３０００Ｂ、３
２００Ｂ、３２１０ＥＡ、３３１０Ｂ、３５００ＢＡ、３５２０ＴＬ、３７００Ｂ、６１
００Ｂ、６６４０Ｂ、１４００Ｂ、１７００Ｂ、６３００Ｂ、７５５０Ｂ、７６０５Ｂ、
７６１０Ｂ、７６２０ＥＡ、７６３０Ｂ、７６４０Ｂ、２０００Ｂ、２０１０Ｂ、２２５
０ＥＡ、２７５０Ｂ」、日本化薬社製「カヤラッドＲ－２８０、Ｒ－１４６、Ｒ１３１、
Ｒ－２０５、ＥＸ２３２０，Ｒ１９０、Ｒ１３０、Ｒ－３００，Ｃ－００１１、ＴＣＲ－
１２３４、ＺＦＲ－１１２２、ＵＸ－２２０１，ＵＸ－２３０１，ＵＸ３２０４、ＵＸ－
３３０１、ＵＸ－４１０１，ＵＸ－６１０１、ＵＸ－７１０１、ＭＡＸ－５１０１、ＭＡ
Ｘ－５１００，ＭＡＸ－３５１０、ＵＸ－４１０１」などを挙げることができる。
【００４５】
　本発明のインク組成物には、低粘度化および基材への濡れ広がり性を向上させるために
、有機溶剤を含有させてもよい。
【００４６】
　有機溶剤としては、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
ト、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエ
チルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、プロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノメチルエー
テルアセテート、エチレングリコールモノメチルエーテルプロピオネート、エチレングリ
コールモノエチルエーテルプロピオネート、エチレングリコールモノブチルエーテルプロ
ピオネート、ジエチルジグリコール、ジエチレングリコールジアルキルエーテル、テトラ
エチレングリコールジアルキルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテルプロ
ピオネート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルプロピオネート、ジエチレングリ
コールモノブチルエーテルプロピオネート、プロピレングリコールモノメチルエーテルプ
ロピオネート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルプロピオネート、エチレング
リコールモノメチルエーテルブチレート、エチレングリコールモノエチルエーテルブチレ
ート、エチレングリコールモノブチルエーテルブチレート、ジエチレングリコールモノメ
チルエーテルブチレート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルブチレート、ジエチ
レングリコールモノブチルエーテルブチレート、プロピレングリコールモノメチルエーテ
ルブチレート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルブチレートなどのグリコール
モノアセテート類、エチレングリコールジアセテート、ジエチレングリコールジアセテー
ト、プロピレングリコールジアセテート、ジプロピレングリコールジアセテート、エチレ
ングリコールアセテートプロピオネート、エチレングリコールアセテートブチレート、エ
チレングリコールプロピオネートブチレート、エチレングリコールジプロピオネート、エ
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チレングリコールアセテートジブチレート、ジエチレングリコールアセテートプロピオネ
ート、ジエチレングリコールアセテートブチレート、ジエチレングリコールプロピオネー
トブチレート、ジエチレングリコールジプロピオネート、ジエチレングリコールアセテー
トジブチレート、プロピレングリコールアセテートプロピオネート、プロピレングリコー
ルアセテートブチレート、プロピレングリコールプロピオネートブチレート、プロピレン
グリコールジプロピオネート、プロピレングリコールアセテートジブチレート、ジプロピ
レングリコールアセテートプロピオネート、ジプロピレングリコールアセテートブチレー
ト、ジプロピレングリコールプロピオネートブチレート、ジプロピレングリコールジプロ
ピオネート、ジプロピレングリコールアセテートジブチレートなどのグリコールジアセテ
ート類、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ジプロピレングリコールなどのグリコール類、エチレングリコールモノ
ブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノ
ブチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノ
ブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコール
モノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコー
ルｎ－プロピルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレング
リコールモノエチルエーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピ
レングリコールモノメチルエーテルなどのグリコールエーテル類、乳酸メチル、乳酸エチ
ル、乳酸プロピル、乳酸ブチルなどの乳酸エステル類があげられる。この中でも、テトラ
エチレングリコールジアルキルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテ
ート、ジエチルジグリコールが好ましい。
【００４７】
　本発明では、インク組成物の保存安定性や、記録装置内での安定性を高めるため、４－
メトキシフェノール、ハイドロキノン、メチルハイドロキノン、ｔ－ブチルハイドロキノ
ン、２，５－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール、フェノチアジン、Ｎ－ニトロソフェニ
ルヒドロキシルアミンのアルミニウム塩などの重合禁止剤を用いることが好ましい。硬化
性を維持しつつ安定性を高める点から、インク組成物全体に対して０．０１～５重量部の
割合で配合することが好ましい。
【００４８】
　本発明のインク組成物については、印刷適性や印刷物耐性を高めるため、表面調整剤、
レベリング剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤などの添加剤を必要に応じて使用することがで
きる。
【００４９】
　本発明のインク組成物は、白色顔料（Ａ）、重合性モノマー（Ｂ）、分散剤をサンドミ
ルなどの通常の分散機を用いてよく分散することにより製造される。本発明においては、
あらかじめ白色顔料（Ａ）が高濃度に含有された濃縮液を作成したのち、重合性モノマー
（Ｂ）で希釈することが好ましい。この方法により通常の分散機による分散においても十
分な分散が可能となり、過剰な分散エネルギーを必要とせず、また多大な分散時間を必要
としないため、分散時の材料の変質を招きにくく、結果として安定性に優れたインクを作
成することができる。
【００５０】
　本発明のインク組成物は、ヘッドでの詰まりを防止するため、分散後および／または光
ラジカル重合開始剤の溶解後に、孔径３μｍ以下、好ましくは孔径１μ以下のフィルター
にて濾過することが好ましい。
【００５１】
　本発明のインク組成物は、２５℃での粘度を５～１００ｍＰａ・ｓに調整することが好
ましい。この粘度領域であれば、特に通常の４～１０ＫＨｚの周波数を有するヘッドから
１０～５０ＫＨｚの高周波数のヘッドにおいても安定した吐出特性を示す。
　粘度が５ｍＰａ・ｓ未満の場合は、高周波数のヘッドにおいて、吐出の追随性の低下が
認められ、１００ｍＰａ・ｓを越える場合は、加熱による粘度の低下機構をヘッドに組み
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込んだとしても吐出そのものの低下を生じ、吐出の安定性が不良となり、全く吐出できな
くなる。
【００５２】
　また本発明のインク組成物は、ピエゾヘッドにおいては１０μＳ／ｃｍ以下の電導度と
し、ヘッド内部での電気的な腐食のないインキとすることが好ましい。またコンティニュ
アスタイプにおいては、電解質による電導度の調整が必要であり、この場合には０．５ｍ
Ｓ／ｃｍ以上の電導度に調整する必要がある。
【００５３】
　本発明のインク組成物を使用するには、まずこのインク組成物をインクジェット記録方
式用プリンタのプリンタヘッドに供給し、このプリンタヘッドから基材上に吐出し、その
後紫外線又は電子線などの活性エネルギー線を照射する。これにより印刷媒体上の組成物
は速やかに硬化する。
【００５４】
　なお、活性エネルギー線の光源として紫外線を照射する場合、例えば高圧水銀ランプ、
メタルハライドランプ、低圧水銀ランプ、超高圧水銀ランプ、紫外線レーザーやＬＥＤ、
および太陽光を使用することができる。
【００５５】
　本発明で用いられる印刷基材については特に限定はないが、ポリカーボネート、硬質塩
ビ、軟質塩ビ、ポリスチレン、発砲スチロール、ＰＭＭＡ、ポリプロピレン、ポリエチレ
ン、ＰＥＴなどのプラスチック基材やこれら混合または変性品、上質紙、アート紙、コー
ト紙、キャストコート紙などの紙基材、ガラス、ステンレスなどの金属基材などが挙げら
れる。
【００５６】
［実施例］
　以下実施例および比較例により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明の態様がこ
れらの例に限定されるものではない。なお以下については、部数は全て重量部を表す。ま
た下記の実施例、比較例の詳細な条件を以下の表１に、結果を表２に示す。
【００５７】
（顔料分散体の作成）
顔料　　　  ルチル型酸化チタン（石原産業社製「ＰＦ－７４０」）        ６０．０部
顔料分散剤　ルーブリゾール社製「ソルスパース３２０００」              　３．０部
モノマー　　２－フェノキシエチルアクリレート                   　     ３７．０部
上記材料をハイスピードミキサー等で均一になるまで撹拌後、得られたミルベースを横型
サンドミルで約１時間分散して作成した。
【実施例１】
【００５８】
　表１に記載した材料を順次撹拌しながら添加、混合し、光重合開始剤が溶解するまで穏
やかに混合させた後、孔径１μｍのメンブランフィルターで濾過を行い、粗大粒子を除去
することでインクジェットインク組成物を得た。
【００５９】
［実施例２～実施例１５］
　実施例１と同様に表１記載の通りにインクジェットインク組成物を作成した。
　ただし、実施例３～１５は、参考実施例である。
                                                                            
【００６０】
［比較例１～比較例４］
　実施例１と同様に表１記載の通りにインクジェットインク組成物を作成した。
【００６１】
（硬化性試験）
　上記で作成したインク組成物を用い、コニカミノルタＩＪ社のピエゾ方式ヘッドを搭載
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リソン東芝ライティング社製メタルハライドランプ（出力１２０Ｗ／ｃｍ）を使用して紫
外線を照射し、印字物が硬化する最大コンベヤスピードを調査した。この試験を、吐出時
の膜厚が１０μｍのもの、および２μｍのものの２条件で行うことで、厚膜および薄膜の
硬化性を評価した。このときの評価基準はいずれも以下の通りであり、△以上を硬化性良
好とする。
○：コンベヤスピードが１０ｍ／ｍｉｎより速くても硬化する
　　　　△：コンベヤスピードが５～１０ｍ／ｍｉｎで硬化する
×：コンベヤスピードが５ｍ／ｍｉｎでも硬化しない
【００６２】
（隠蔽性）
上記硬化性試験で作成した吐出時膜厚１０μｍの塗膜について、マクベス社製ＴＲ－９２
４濃度計を用い、透過濃度を測定することで、隠蔽性の評価を行った。このときの評価基
準は以下の通りであり、△以上を隠蔽性良好とする。
○：透過濃度が０．６以上
△：透過濃度が０．４以上０．６未満
×：透過濃度が０．４未満
【００６３】
（白色性）
上記硬化性試験で作成した吐出時膜厚１０μｍの塗膜について、Ｘ－Ｒｉｔｅ社製５２８
分光濃度計を用い、視野角２°、Ｄ５０光源、ハンター計算法にて色相（ｂ＊値）を測定
することで、白色性の評価を行った。このときの評価基準は以下の通りであり、△以上を
白色性良好とする。
◎：ｂ＊値が－１．５未満
○：ｂ＊値が－１．５以上０．０未満
△：ｂ＊値が０．０以上１．５未満
×：ｂ＊値が１．５以上
【００６４】
　実施例１～１５、および比較例１～４で作成した各インク組成物についての評価結果を
表２に示す。インク組成物中にアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）、
およびアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）を含有した実施例
１～１５では、吐出時膜厚によらず優れた硬化性をもつことが確認され、これらインク組
成物から作成した印字物の隠蔽性や白色性についても良好な結果が得られた。
また、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）として２，４，６－トリメ
チルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシドのみを含有し、アシルホスフィンオキサイ
ド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）としてオリゴ（２－ヒドロキシ－２－メチル－１－
（４－(１－メチルビニル)フェニル）プロパノン）を含有する実施例１～２では、硬化性
、隠蔽性、白色性のいずれの特性も最良であり、上記の光重合開始剤がこれらの特性に対
して好ましい材料であることが示された。
【００６５】
　一方、光重合開始剤としてアシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤（Ｃ－１）のみ
を含有する比較例１～２では、吐出時膜厚２μｍでの硬化性が不十分であり、逆に光重合
開始剤としてアシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２）のみを含有
する比較例３～４では、吐出時膜厚１０μｍでの硬化性が不十分なレベルであった。この
結果から、膜厚によらず優れた硬化性を得るためには、アシルホスフィンオキサイド系光
重合開始剤（Ｃ－１）と、アシルホスフィンオキサイド系ではない光重合開始剤（Ｃ－２
）の併用が必須条件であることがわかる。
【００６６】
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【表１】

【００６７】
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【表２】
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【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明の活性エネルギー線硬化型白色インクジェットインク組成物は、印刷物が優れた
白色性や隠蔽性を有し、かつ印刷時の硬化性に優れていることから、例えば工業用途や産
業用途でのインクジェット印刷に利用することができる。
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